
広報しもだ 2025. ２月号 - 8 -- 9 - 広報しもだ 2025. ２月号

防災かわら版防災かわら版
問合せ先問合せ先　　防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎㊱㊱４１４５４１４５

宝くじ助成事業宝くじ助成事業

　須崎区では、一般財団法人自治総合センターが行う「令和６

年度コミュニティ助成事業」による宝くじの助成金で、災害時

等で使用する「防災用ワンタッチテント」の整備を行いました。

　防災用ワンタッチテントが整備されたことにより、災害時

の避難スペース確保、避難所運営等の機能向上と防災意識向

上が期待されます。

　コミュニティ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業とし

て、コミュニティ活動に必要な備品・施設の整備、安全な地

域づくり等に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の

充実・向上を図っています。

津波避難訓練が行われます津波避難訓練が行われます

　静岡県では、東日本大震災が発生した３月 11日を含む 10日間を「津波対策推進旬
じゅんかん

間」と定め、３月９

日（日）を統一実施日として、津波避難訓練を実施します。市では、午前９時に地震発生のサイレンと緊

急速報メールにより訓練開始をお知らせします。

　訓練の内容や開始時間は地区によって異なるので、お住いの地区の自主防災会に確認してください（訓

練日の２週間前を目安に市ホームぺージにも各地区の訓練一覧を掲載します）。

須崎区
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各家庭で家庭内訓練を実施してみましょう各家庭で家庭内訓練を実施してみましょう

非常用品の準備非常用品の準備

物資は食料に加えて日用品も

セットで準備しよう！

薬、メガネ、マスクなどのほか

にも女性用・子ども用の日用品

の準備も大切です。

避難ルートの確認避難ルートの確認

防災安全課で配布している「わ

たしの避難計画」などを活用し

て避難ルートや危険箇所を確認

し、家族の避難場所やその後の

集合場所を決めておきましょう。

連絡手段の確認連絡手段の確認

災害時は電話がつながりにくく

なります。災害用伝言ダイヤル

「171」などを活用してみましょ

う（毎月１日と 15 日と特定の

日に体験利用ができます）。

下田開港 170周年記念事業下田開港 170周年記念事業グランドフィナーレグランドフィナーレ

　嘉永 7年（1854 年）3月、「日米和親条約」の締結により、下田と函館が日本で初めての開港場となり

ました。米露を中心とした諸外国との交流が行われ、下田は歴史の表舞台に立つことになりました。

　令和６年度の１年間、下田開港 170 周年を祝う機運を高めるため、記念事業を実施してまいりました。

そのグランドフィナーレを飾るイベント「下田国際友好コンサート＆こども未来発表会」を開催いたします。

日　　時：３月２日（日）　

　　　　　13時 30分～ 16時　終演予定

場　　所：市民文化会館大ホール

入 場 料：無料

問合せ先：下田国際友好コンサートについて　市民文化会館　☎㉓５１５１

　　　　　こども未来発表会について　企画課政策推進係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２

　下田国際友好コンサートでは、下田中学校吹奏

楽部や shimoda hybrid wolf（HIPHOPダンス）、

ミャンマー民族舞踊がパフォーマンスを行いま

す。また黒船祭でお馴
な じ

染みの米海軍第７艦隊音楽

隊が初出演します。

　こども未来発表会では、「未来の下田」をテー

マに考えた作文のコンクールで選ばれた、市内の

小学校・中学校・高校の児童・生徒による作文発

表と、表彰式を実施いたします。

下田国際友好コンサート下田国際友好コンサート＆＆こども未来発表会こども未来発表会

【同報無線による放送を聞き逃した皆さまへ】

同報無線放送後 24時間以内であれば、放送内容を自動音声により確認できます（通話料金がかかります）。

電話番号　㊱３８６６


